
ES細胞 iPS細胞 クローン-ES細胞

必要な細胞 余剰胚 体細胞 余剰胚、体細胞

遺伝子導入 なし あり
Oct3/4, Sox2, c-Myc, Klf4 なし

ウィルス なし
レトロウィルス
レンチウィルス なし

免疫拒絶 あり なし なし

万能性 あり あり あり

規制 あり ・・・・ あり

臨床への応用

近い？
・ノースウェスタン大学
・カリフォルニア大学

デービス校

遠い 遠い

産業化 ありえる ありえる ない

がん化の危険性 良性腫瘍 悪性腫瘍 良性腫瘍

不死化 不死 不死 不死

倫理的問題 あり ない あり

ヒト万能細胞の比較対応表



iPS細胞研究の広がりと規制

iPS細胞

ヒト胚 体細胞
既存の
ヒト細胞株

新たに樹立する

・細胞バンク
・市販細胞
等

・健常人（ボランティア）
の生検組織

・手術検体組織
・臨床検体組織
等

患者さん

疾患モデル
iPS細胞



iPS細胞研究の広がりと規制-1

iPS細胞

・非常に有用な細胞
・万能細胞
-長く培養される
-多くの研究者が利用

疾患モデルiPS細胞

（「特定胚の取扱いに関する指針」）

細胞の提供者の同意・細胞の無償提供



iPS細胞研究の広がりと規制-2

iPS Cell BankiPS Cell Bank

移植免疫拒絶を回避するためHLA（ヒト白血球抗原）を網羅した
iPS細胞バンクの確立。再生医療での細胞供給に迅速に対応も

可能。

未来の可能性



iPS細胞研究の広がりと規制-3

生殖細胞

規制対象となりそうなiPS細胞の応用



iPS細胞研究の広がりと規制iPS細胞研究の広がりと規制

無精子症
等

男性 女性

早発閉経（POF）
卵巣摘出（手術）
癌化学療法
放射線照射
等

生殖医療への応用は禁止

遺伝子改変された状態が世代をこえて伝わる



１．ヒトiPS細胞はオーダーメイド再生医療の

実現へ大きく前進させた。

２．ヒトES細胞、iPS細胞、ヒトクローン法は

それぞれに特徴があり、それぞれの研究
のシナジー効果により、より早く、安全で、
品質の高いオーダーメイド再生医療を国
民へ提供できる。

iPS研究の方向性ー１



１．ヒト胚を用いないiPS細胞は倫理面の規制
が少ない。

しかし、全く必要ないわけではない

２．体細胞の入手、特に患者さんから提供を

受ける場合。
３．バンク化する場合の適切なインフォームド・
コンセント手続きの必要性。

iPS細胞応用にも規制が必要

３．生殖医療への応用はすべきでない。

iPS研究の方向性ー２




